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仲間づくり 
生きがいづくり 

大好きひたちづくり

シニアライフを 
豊かに生きるために 

熟年ネット・ひたち 
 （Ｊ－ｎｅｔ） 

内
閣
官
房
長
官
名
の
書
状
及
び
盾
が
授
与
さ
れ
た

内
閣
府
の｢

社
会
参
加
活
動
事
例｣

に
選
ば
れ
る 

 
｢

社
会
参
加
活
動
事
例｣

の
対

象
は
、
積
極
的
な
活
動
を
通
じ
、

社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
、
生

き
生
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
る
概
ね
六
十
五
歳
以
上

の
人
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、
活
動
の
年

数
や
人
数
、
行
政
か
ら
の
独
立
が

相
応
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
立

市
の
関
係
先
か
ら
推
薦
さ
れ
た
。

全
国
で
は
八
十
件
の
推
薦
が
あ

り
、
二
十
七
件
が
厳
選
さ
れ
、
Ｊ

-

ｎ
ｅ
ｔ
も
選
ば
れ
た
。
日
立
市

で
初
の
事
例
で
あ
る
。 

創
立
十
周
年
を
目
前
に
し
て

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
評
価
を

頂
い
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
更
な

る
活
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
。

発
行
し
て
い
る
。 

 

尚
、
エ
イ
ジ
レ
ス･

ラ
イ
フ
は

個
人
を
、
社
会
参
加
活
動
は
グ
ル

ー
プ
を
対
象
と
し
て
い
る
。 

 

当
会
は
平
成
十
六
年
度
の
内
閣
府｢

社
会
参
加
活
動
事
例｣

に
選

ば
れ
、
去
る
九
月
十
五
日
、
県
庁
に
お
い
て
保
健
福
祉
部
小
沼
次

長
よ
り
、
細
田
博
之
内
閣
官
房
長
官
名
の
書
状
と
社
会
参
加
章
の

盾
が
授
与
さ
れ
た
。
尚
、
九
月
二
十
七
日
に
は
、
掛
札
代
表
以
下

役
員
が
樫
村
市
長
を
表
啓
訪
問
し
、
一
連
の
報
告
を
行
っ
た
。 

十
年
間
の
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
る

重
視
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、

こ
の
他
に
も
、

会
の
規
約
の

有
無
、
機
関
紙

(
会
報)

の
発

発
行
、

行
、
メ
ン
バ
ー
の
役
割
分
担
、
活

動
の
継
続
性
な
ど
に
も
視
点
が

お
か
れ
て
い
る
。 

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
理
念
と
方
針
、

グ
ル
ー
プ
の
構
成
、
活
動
の
仕

方
、
会
則
に
基
づ
く
運
営
、
十
年

に
わ
た
る
計
画
的
な
活
動
、
会
報

の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公

開
な
ど
活
動
内
容
の
す
べ
て
が

｢

社
会
参
加
活
動
事
例｣

と
し
て

᷷
社
会
参
加
活
動
事
例
᷸
と
は

 

政
府
は
本
格
的
な
高
齢
社
会

の
到
来
を
目
前
に
し
、
社
会
シ
ス

テ
ム
全
体
に
つ
い
て
抜
本
的
な

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
目
標
は
、
国
民
の
一
人
一
人

が
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の

責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で

生
き
生
き
と
し
た
生
活
、
ま
た
地

域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち

続
け
な
が
ら
楽
し
く
充
実
し
た

生
続

書状を受ける掛札代表 

書状(上)と社会参加章の盾(下) 

生
活
を
送
る
こ
と

の
出
来
る
社
会
の

実
現
で
あ
る
。 

 

内
閣
府
で
は
こ

の
目
的
に
沿
っ
て
、

｢

エ
イ
ジ
レ
ス･

ラ

イ
フ｣

実
践
者
や
積

極
的
な｢

社
会
参
加

活
動｣

を
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
を
全

国
各
地
か
ら
選
考

し
、
国
民
に
紹
介
す

る
た
め
の
事
例
集

｢

い
き
い
き
人
生｣

を

樫
村
市
長
に
報
告 

 

去
る
九
月
二
十
七
日
、
掛
札
代

表
以
下
役
員
全
員
で
市
役
所
に

樫
村
市
長
を
訪
問
し
、｢

社
会
参

加
活
動
事
例｣

に
選
ば
れ
、
書
状

並
び
に
社
会
参
加
章
の
盾
を
授

与
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。 

 

ま
た
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
考
え
方
、

仕
組
み
、
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い

て
も
説
明
し
、
ご
理
解
頂
く
と
共

に
激
励
の
言
葉
を
頂
い
た
。 
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十王町を歩こう・知ろう （１０／１４） 
 
２３名の参加者で十王町の 

行政、福祉、文化、史跡、公 

園などを中心に歩き勉強した。 

１１月１日には日立市と十王 

町が合併する。緑の住みやす 

い福祉にやさしい町が合併後 

にもその良いところを生かし 

て今後も益々地域として発展 

されることを願う。 

案内いただいた行政サイド 

の暖かい説明に十王町の良さ 

をしみじみ味わうことができ 

た。 

ひたち竹人形への道 （８／７） 
 

竹人形の製作販売を起業された柴田重光さんのお話

を聞いた。原料となる竹の見本を持って来られ、特性の

説明から始まり、それから見事な人形を作ることに驚か

される。一旦、日立研究所に就職するも創作の意欲に駆

られ、福井の親方の元で修行に励み、数々の苦労を乗り

越えて現在に至った経過を面白おかしく話された。 

波乱万丈の人生、不

屈の志、人の縁の不

思議さに参加者３

０名（内、シニア講

座受講者１０名）深

い感銘を受けた。 

夏季交流会  （８／２６、２７） 
 

日立市の隠れた避暑地｢かみすわ山荘｣で夏季交流会

を行なった。鉄板と網で焼いた野菜や肉を摘んで飲み物

片手に、オカリナと野外カラオケで始まり、焼きソバを

食べて夕暮れの西瓜割。それから同宿の家族との花火大

会。夜の部は大広間の畳の上で輪になり、手拍子で順番

に歌を出したり、風呂上りのおいしいビールを頂き、終

りには誰かのニュースポーツのお誘いＰＲが大笑いを

誘ったり全員が精一杯楽しんだ。参加２３名のうち女性   

５名を含む１７

名が一泊して楽

しく交流会を終

了した。 

講演「しなやかに生きる」 （９／１８） 
 

昔話の｢花さか爺｣が人の後半生を物語っているとの

仮説に耳を疑ったが、｢婆さんが川で拾った桃から犬が

生まれ、善良な爺さんは犬から黄金を授かる。犬は隣の

爺さんには百足を出す、怒った爺さんは犬を殺して埋め

る。そこから柳の大木が生える、善良な爺さんは木から

臼を作り、これをひくと黄金が出る。隣の爺さんがひく

と糞が出る｣。これらの一つ一つが人生の節目の喩えで

あり、犬の扱い方をみても成功する人の見本が示され

る、との解説に納得させられる。 

茨城キリスト教大学の心理学の教授である鈴木研二

さんの話に、参加者３９名（内、シニア講座受講者８  

名）不思議の国へ来たよ

うな心地となった。話は

途中終了となったので、

この続きに興味のある

人は氏の著書を勧める。                 

シニア講座 全日程を終了 

１０名 J-netに入会 
 

５月１５日にスタートしたシニア講座は１０月２日

を以って、全１０回を終了した。受講者は１６名（男

性９、女性７）。最終日は会瀬青少年の家にてバーベキ

ューパーティを行い、ハーモニフレンズの演奏も交え

て、出席者２６名（内、シニア講座受講者１２名）大

いに懇親を深めた。 

受講者の感想 

＊いろいろな方面でシニアライフを楽しんでいる人の

話を聞き、自分の方向が見えてきた。 

＊日立にも知られざる見所が有ることを知り、目が開

けた。 

＊これまでの交友関係 

は狭かったが、多く 

の人々と交流できて 

楽しかった。 

＊ボランティア活動に 

関心があったが、参 

加する方法が分から 

なかった点が解決。 

 

一泊研修旅行（１０／２８、２９） 
 

19 名の参加を得て、里山新発見の旅に出掛けた。 

爽やかな晴天にめぐまれて滝川渓谷ハイキング、四十八

滝のさわやかな爆音と森林浴を楽しみ、頂上にておにぎ

りを頂き、心もからだもリフレッシュ！途中温泉で疲れ

を癒した。夜は古民家の宿で大きな囲炉裏を囲んでの懇

親会、田舎料理に舌鼓をうちながら生オケやビンゴゲー

ムも飛び出して大いに盛り上がった。 

 翌朝も抜けるような青空に恵まれ、庭先で地元の高齢

者活動センターか 

ら指導員に来ていた 

だき、藁ぞうり作り 

を体験した。地元の 

人情にふれ、近場に 

も思わぬ見所がある 

ことを再認識した旅 

でした。 講座終了証を渡す 
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ひたちおもちゃの病院 

お手伝いグループ「シニアの会」 

 

１0 月 16・17 日の両日開催された「女性センターまつ

り」において、同センターで活動している各グループの

日頃の活動成果の展示やステージ発表などの中、J-net

も「啓発部会」の一員として展示とワークショップを行

った。今年発足１０周年を迎える折、タイミングよく内

閣府から「社会参加活動事例」に選ばれ授与された「書

状」と「社会参加章」も展示に華を添え、来場者からも

お祝いの言葉を沢山戴いた。また展示資料の説明を熱心

に聞いてくださる来場者がかなり居た。ホームページの

説明を兼ねたワークショップも行い J-net の活動につい

て知って頂く良い機会となった。 

女性センターまつり 

 

 

グループ“ピニオン” 

 

 

ふくしボランティアまつり 

また「おもちゃの病院」の開設や抽選会担当スタッ

フとして、J-net メンバーが活躍した。 

 
市長を案内する掛札代表 

 

10 月 30 日池の川体育館において「ふくしボ

ランティアまつり」が行われ、「シニアの会」と

「おもちゃの病院」が参加した。前日の会場準

備に始まり当日の進行のお手伝い、おもちゃの

修理、祭りの後片付けなどに 26 名の J-net メン

バーがボランティアの充実感を味わった。 

 

 

―
 

仲
間
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り ―

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
自
主
活
動 

茨城キリスト教大学 看護学科見学研修 

 「シニアの会」は「ボランティアグループ連絡会」の

16 年度 見学研修の場として看護学部が発足した茨城

キリスト教学園を提案し、藤本・鈴木・掛札が下見を

して１０月８日（金）に実施した。参加者４２名、滝

田短期大学部会長、山口看護学科教授のご案内で見学

し、地元にある素晴らしい学園に感嘆すると共に学園

と地域の連携の必要性を痛感した。また、学生食堂で

若い学生たちと一緒の昼食、井戸端会議は楽しく有意

義な一日であつた。          （掛札） 

 

 

 

 

 
おもちゃの病院 診療風景 

 

 

グループ“ピニオン”に参加しませんか？ 

 大小２個の歯車がかみ合うとき、小さいほうの歯車

をピニオンといいます。小さな歯車的な役割を・・・・

と考えてグループ“ピニオン”と命名しました。 

 介護老人保健施設「しおさい」で利用者個々の気持

ちを尊重しながら、話し相手、散歩、マージャンや昔

の遊び、歌などを一緒に楽しんでいます。肩肘張らず

にごく自然な形で寄り添って、ひとときを豊かに楽し

く過ごして頂けるように工夫しつつ、現在 19 名の仲間

で活動しています。 毎週水曜日の午前９時～11 時半 

に行っていますが、それぞれの都合で他の曜日に行く

ことも、時間帯も自由ですので、御相談に応じます。

参加してくださる方は田岡まで御連絡ください。 

                    （田岡） 

「ひたちおもちゃの病院」が 10 月 13 日の週

刊茨城朝日にトップ記事で掲載された。病院設

立以前から地域診療体制が出来た現在に至る

までの経過やバックグランド記事のマトメは

さすがで、言いたいこと全てを載せてもらえ

た。４拠点診療の場所と時間・電話が別枠で 

載せられ、読者へのアピールもある。  

10 月 16･17 日の女性センター祭りには臨時

診療コーナーを開設、昨年は１日のみだった

が、今回は病院のユニークさを人集めの効果に

と 2 日間を通した開設を依頼された。 

24 日(日)は田尻コミセンまつりで口頭発表

を行ない、掲表と病院チラシを展示して１年間の活動を

紹介した。30 日(土)はふくしボランティアまつりにおい

て出張診療し、隣で開設されていたおもちゃライブラリ

ーとともに子供達の関心を集めた。 

 ボランティア活動を市民の皆さんに知ってもらうの

は時間がかかる。結果を焦らず地道にじっくり浸透させ

て行こうと思っている。         (小林) 

 

 

  

 

 
 



 J-net の「創立 10 周年」および内閣府の「社会参加

活動事例」に選定されたことを記念して、下記により

活動事例の報告会と交流会を、あわせて年末交流会も

行ないます。 

 また、10 周年記念誌を作成中です。当日配布します。 

１．日 時：平成 16 年 12 月 11 日（土） 

       13 時～16 時 30 分 

２．場 所：ホテル 天地閣（日立市旭町 2‐6‐13） 
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【編集後記】 

 J-net の活動が内閣府の１６年度｢社会活動事例｣に選ばれた。私達
の活動が国レベルで社会的に認められた意義は非常に大きい。 

 内閣府の選考の要素として、活動内容の他に｢機関紙(会報)の発行｣
も含まれている。会報については８年以上に亘って、その時々の情報
を適切に会員の皆さんに伝え続けてきており、会員融合の触媒的な役
割も果たしてきたと言えるのではないだろうか。今後も編集者一同こ
の役割をわきまえ、必要な情報をタイムリーに提供していきたい。会
員の皆さんのご協力をお願いします。（編集子） 

 樂習会の今後の予定をお知らせします。  

月日 樂 習 テ ー マ 場 所 

11/11 
バードウォッチング 

（自然の中で心を癒そう） 

小木津山
自然公園 

11/25 
井戸端会議－第 4 回 

（テーマ募集中－担当者まで） 

女性 

センター 

12/11 
10 周年記念行事・年末交流会 

（楽しいひととき、詳細下記） 

ホテル 

天地閣 

12/15 
そば打ち交流会 

（年越しそばを自分で打とう） 

女性 

センター 

1/13 
悪徳商法に騙されない 

（知恵をつけて相手を撃退） 

女性 

センター 

1/27 
井戸端会議－第５回 

（何でも話題にして話そう） 

女性 

センター 

2/10 
日立電鉄・電車沿線の旅 

（風景を楽しみながらお別れ） 

鮎川～ 

常陸太田 

2/24 
皆で考えよう J-net 

（新しい企画・活動を求めて） 

女性 

センター 

3/10 
自主テーマ 

（テーマを募集しています） 
未定 

3/24 
井戸端会議－第６回 

（次年度の活動を話し合う） 

女性 

センター 

 

 

 

 

｢自分への健康｣          石井 和美 

 五十代後半、風邪をこじらせ 10 日間仕事を休ん

だことがありました。その時思いました、｢気持は

若く持っているようでも、体は歳相応だなあー｣と。 

 その後は元気に定年を迎え嬉しかったです。仕事

から開放され毎日が充実しています。そのなかで

J-net に入会し、多勢の方々と知り合い、レベルの

高い内容のある活動を勉強させて頂いている最中、

ちょっとした油断で夏風邪をひき、治ったかのよう

に見えた 10 月、まだ時々咳が出てすっきりしない

日々を過ごしています。 

 自分の 60 歳からの目標が 3 つあります。 

①風邪ひかない、②転ばない、③食べ過ぎない。 

それぞれに気をつけて生活しております。でも今、

ちょっとだけつまずいていますが、気を入れて元気

になります。「元気が一番！」 

 寒さに向かいご自愛下さいませ。 

 

 前回までパソコンの基本操作、ワードの簡単な応用を

学びました。今後の予定をお知らせします。 

・開催日：11 月(13,27 日)、12 月(25 日)、１月(8,22 日)、 

     ２月(12,26 日)、３月(12,26 日) 

・内 容：11～12 月 Word（紙面作成、年賀状作成） 

     １月 Excel（表の作成、表計算、グラフ） 

     ２～３月 画像処理（ペイント、画像編集） 

 女性センターの１階にミニギャラリーを開設し、現

在無料で開放しています。自主 

グループ活動の作品展示などに 

ご利用下さい。個人でも可です。 

 申し込みは女性センター 

（℡0294-36-0554）ヘ 

 
 

パソコン研究会（パソ研） 

10 周年記念行事および 年末交流会 

樂 習 会 （11～３月） 

 会員の皆さんにホームページをより一層活用して頂

く目的で、新着情報掲載やページの更新時または連絡

事項等がある場合、メールマガジンを発行しています

のでご活用下さい。 

メールマガジンの発行 

 

事務所当番をやってみませんか 

リレー随筆 

らぽーるミニギャラリーの展示 

 J-net では恒久的な事務所を確保して各種会合など

に使用しています。これからの活動拠点として広く会

員に利用していただくため、当番をかねて事務所に来

てみませんか。当番は土、日、祝日および木曜日を除

く午前 10 時から午後５時まで,半日でも可能です。 

 当番の申し込みは事務局まで。また、ホームページ

からも登録できます。 


